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研究成果の概要（和文）：本申請課題は、英語史における「投射構文」（projector constructions）の発達を
「構文化」（constructionalization）という理論的枠組みから考察するものである。各構文事例の発生から現
代に至るまでの変化のプロセスを包括的に調査し、構文化と構文文法と談話研究の有意味な融合をデータととも
に例証する。日本語との対照研究も実施し、考察の妥当性も検証する。

研究成果の概要（英文）：This research project aims to investigate projector constructions and 
related phenomena in the history of English from the perspective of constructionalization. The 
project members address the way each construction emerges and develops over time, exploring the 
discourse-pragmatic and functional basis of constructionalization. A contrastive study of English 
and Japanese serves to assess the appropriateness of the constructionalization approach to language 
change. 

研究分野： 英語学
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本科学研究助成に基づく研究成果として、以下の2点を取り上げたい。学術的には、国際学会での研究発表を通
して、国際的に主要な出版社からの論文刊行を目指した。結果として、多数の研究者との交流が可能となり、国
内外で数回の招待講演の機会を得ることができた。一流の研究者との直接の意見交換を経て、研究手法と研究成
果の提示の仕方が妥当であることも確認できた。社会的には、国民の税金に基づく研究であることを強く意識す
る好機となった。本研究が言語の使用実態に基づく研究であることから、現在のコミュニケーションに力点を置
く語学教育へ、言語学の立場から貢献できたものと判断している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 
近年、命題の前後に創発する表現群の研究が盛んであり、そうした発話者のインタラクション
が顕著に現れる談話上の位置を「（発話の）周辺部」とする用語も固まりつつある。こうした研
究動向の中で申請者が取り組んできたものは、the fact is (that), the point is (that), the problem is 
(that)等の周辺表現であった。つまり、先行情報と関連･対立する内容を導入することに特化し
た構文である。これらの構文事例は「貝殻名詞構文」（shell noun constructions; Schmid 2000）あ
るいは「投射構文」（projector constructions; Hopper & Thompson 2008）として知られる構文の一
部である。先行研究では、特に現代語における詳細な分析が報告されている一方、歴史的発達
経緯を報告するものは皆無に等しかった。そこで、申請者は上掲構文の通時的発達をコーパス
と文献資料を用いて調査し、構文理論と文法化理論の点から分析する計画を立てた。 
 
２．研究の目的 
 
本申請課題は、英語史における「投射構文」（projector constructions）の発達を「構文化」
（constructionalization）という理論的枠組みから考察するものである。投射構文には命題の直前
に使用される the fact is (that)「本当は、実は」等があり、先行情報を受けつつ関連･対立する内
容を導入する談話機能を果たしている。本課題では投射構文を広義に解釈し、同様の談話機能
を有する譲歩節、理由節および副詞連結詞を投射構文の一部と捉える。各構文事例の発生･発達
から現代に至るまでの変化のプロセスを包括的に調査し、構文文法の最新理論である構文化の
実証研究として提示する。談話･コミュニケーション分析は構文文法の最も弱い部分であるが、
投射構文の歴史的考察を通して、構文文法と談話研究の有意味な融合をデータとともに例証す
る。 
 
３．研究の方法 
 
本申請課題は、複数の大規模コーパスおよび原典テクストに基づく、構文化理論の実証研究で
ある。研究組織構成員共通の立脚点である歴史言語学と、構成員が各々培ってきたコーパスに
基づく研究方法の融合を目指す。研究組織構成員の間では、研究成果の質を高める最も効果的
な方法は、同分野で活躍する研究者との直接の対話であるとの見解に至っている。最先端の研
究に従事する研究者との直接の意見交換を重要視し、国際学会での研究発表を継続的に行う計
画である。結果として、研究組織構成員全体の研究水準の向上に繋がり、研究計画最終年度へ
向けて研究成果の完成度を高めることができるからである。 
 
４．研究成果 
 
特定の表現群が統語的に独立して文頭や文末に生起する談話/語用論標識との関係で注目を浴
びているものの、談話中に連鎖する節や文が、使用頻度を高めながら融合するという逆のプロ
セスは注視されていない。しかし、英語史には節や文が融合する破格構文が多数確認でき（e.g. 
that’s what he said is that…, that’s the thing is）、構文化理論は様々な言語変化のプロセスが説明可
能なことから学術的な相性は非常に良く、理論的貢献が見込まれる。本研究組織構成員は、現
時点では最大限に精緻化されていない構文化理論のこうした側面に注目し、関連事例を実証的
に研究してきた。結果として、国内外の一流の研究者から声を掛けてもらえる機会が年々増加
し、論集やワークショップへ申請者が招かれることも少なくなかった。 
 
海外では共同研究が盛んである。データや研究内容の相互チェックを通して精度を上げ、分業
による作業の効率化を実現している背景があるが、本研究はこうした研究動向に則る国際共同
研究であった。ところが、当初のメンバーであった Alexander Haselow 氏（独ロストク大学）が、
体調不良により初年度に不参加となった。しかし、Dániel Z. Kádár 氏（英ハダーズフィールド
大学）、Sylvie Hancil 氏（仏ルーアン大学）、Seongha Rhee 氏（韓国外国語大学）の協力の下で、
当初の計画以上の国際共同研究が実現した。 
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